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（論文審査の結果の要旨）	 
	 
	 外来生物は生態系を大きく改変するため、生物多様性の観点から保全生態学にお
いて大きな注目を集めてきた。一方、侵入先で新たな環境との相互作用により、形
質の急速な進化が生じることがあり、生物進化の理解のための優れた研究対象でも
ある。しかし、短期間での形質進化の動態を明らかにした研究はほとんどない。	 
	 本学位論文は、100年前に北米から日本に帰化したセイタカアワダチソウ（以下、
セイタカ）が、10年前に北米から侵入したアワダチソウグンバイ（以下、グンバ
イ）の食害により、それに対する抵抗性を急速に進化させたことを、日米両国での
セイタカの野外集団と植食者群集の調査、圃場を使った相互移植実験、遺伝マー
カーを用いた集団遺伝学的解析によって明らかにしたものである。	 
	 本研究で得られた結果は次のようにまとめられる。日本におけるグンバイの食害
率はグンバイの定着年数が長い集団ほど低下した。共通圃場実験の結果、セイタカ
の葉数やサイズに違いはなかったが、グンバイの定着年数が長い集団ほど抵抗性が
増大し、さらにグンバイによる食害環境下では花数やライゾームの量が増加した。
DNAマーカーによる解析から、防衛・繁殖形質の集団間で見られた表現型分化は、
局所環境に対する方向性選択によるものであると示唆された。日米のセイタカの抵
抗性の比較から、北米に比べてグンバイがまだ侵入していない地域の日本のセイタ
カの抵抗性は低いが、すでに侵入している地域のセイタカの抵抗性は北米のそれと
違いはなかった。さらに、グンバイと昆虫群集の日米間の比較調査から、日本に比
べて北米では植食性昆虫の種多様度は高いが密度は低いこと、北米のグンバイの密
度は気温とともに増加すること、グンバイの密度が高い北米の集団ではセイタカの
抵抗性が高くグンバイの個体群成長率が低いこと、が明らかになった。さらに、日
本に侵入したセイタカの起源を推定するために、日米の集団を対象に中立遺伝マー
カーを用いた解析を行なったところ、日本のセイタカは北米南東部の集団に起源す
ること、日本には複数回の侵入が起こったこと、侵入後の遺伝子流動によって遺伝
的多様性が維持されていることがわかった。	 
	 外来の植物と昆虫の相互作用系は、侵入先での新たな相互作用を介した形質進化
を解明できる理想的なシステムである。これまで、外来植物は侵入地では原産地の
植食者による淘汰圧から解放されるために、それに対する抵抗性が低下し（天敵解
放仮説）、侵入先の植物に対する競争能力が高まる（競争能力増大仮説）と考える
有力な仮説が提唱されており、多くの外来植物を用いた仮説の検証が行なわれてき
た。本研究はその仮説をさらに発展させて、「侵入先において抵抗性が低下した外
来植物が原産地の植食者と出会うことで、再び抵抗性を急速に進化させる」ことを
提唱した点で高く評価される。原産地の植食者が植物に続いて同じ地域に侵入する
ことはしばしば報告されており、これは本研究が明らかにした、「外来植物の抵抗
性の急速な回復」という進化動態の一般性を示唆している。さらに、野外調査、共
通圃場実験、遺伝マーカーによる遺伝解析という複合アプローチが、外来生物の原
産地と侵入地での比較研究に大きな威力を発揮することを示し、今後の生物侵入の
研究アプローチに先鞭をつけた。一方、外来植物は侵入地で雑草化という深刻な問
題を生じさせており、これに対して、原産地の植食者を人為的に導入する生物的防
除が一般的に行なわれている。このような雑草防除という生態系管理には、生物進
化の観点が不可欠であることを明確に示した点は高く評価できよう。	 
	 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成28年1月18日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格
と認めた。	 
